
夢見ヶ崎小学校「学校だより」 ９号   https://kawasaki-edu.jp/2/113yumemigasaki      ２０２５年１月８日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

20 月 委員会活動 書き初め展（２４日まで） 

21 火 水曜時程 ４年二ヶ領用水出前授業 希望制個人面談① 

22 水 特別時程 

23 木 水曜時程（全学年４時間） 希望制個人面談② 

24 金 水曜時程 希望制個人面談③ 

25 土  

26 日  

27 月 朝会 １年地域清掃（２月２１日まで） 

28 火 カウンセラー巡回 にじいろ班活動 

29 水 運動集会（２・４・５年） ５年弦楽合奏特別授業 

30 木 ３年おはなしたまてばこ 

31 金 代表委員会 

２月の行事予定 

1 土  

2 日  

3 月 １年あいさつ運動（７日まで） 朝会 委員会活動 

4 火 家庭教育学級 

5 水 にじいろ班活動 

6 木  

7 金  

１月の行事予定 

1 水 元日 

2 木  

3 金  

4 土  

5 日  

6 月 学校閉庁日 

7 火 冬季休業終了 

8 水 授業開始 給食開始 朝会 

9 木 ３年金管楽器特別授業 

10 金  

11 土  

12 日  

13 月 成人の日 

14 火 カウンセラー巡回 

15 水 運動集会（１・３・６年） 

16 木 ベルマーク回収日 

17 金  

18 土  

19 日  
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令
和
六
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度 

学
校
だ
よ
り 

川
崎
市
立
夢
見
ヶ
崎
小
学
校 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

校 

長 
 

小
川 

幸 

 

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
健
勝
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
同
様
、
本
校
の
教
育
活

動
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
２
０
２
５
年 

令
和
七
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年

の
干
支
は
巳 み

（
へ
び
）
で
す
。
巳
年
の
人
の
性
格
や
特
徴
を
調
べ
て

み
る
と
、
知
恵
深
く
、
粘
り
強
い
性
格
で
、
内
面
で
は
感
受
性
が
強

く
、
人
の
気
持
ち
を
察
し
て
行
動
を
と
る
こ
と
が
得
意
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
蛇
は
古
代
か
ら
再
生
や
永
遠
の
象
徴
と
さ
れ
、
皮
を
脱
ぎ

捨
て
新
た
な
姿
に
生
ま
れ
変
わ
る
姿
が
そ
の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
巳
年
は
新
し
い
挑
戦
や
変
化
に
対
し
て

前
向
き
な
姿
勢
を
示
す
年
と
も
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２
０
２
５
年
巳
年
を
実
り
多
い
一
年
に
す
る
た
め
に
、
ゆ
め
み
っ

子
の
み
な
さ
ん
に
も
、
「
学
習
面
で
は
粘
り
強
く
努
力
す
る
。
」
「
生

活
面
で
は
友
達
や
下
級
生
の
こ
と
を
考
え
て
優
し
く
接
す
る
。
」
そ

ん
な
過
ご
し
方
を
心
が
け
て
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
年

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

令
和
六
年
度
の
教
育
課
程
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
三
ヶ
月
程
と
な

り
、
学
年
と
し
て
の
総
ま
と
め
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
六
年

生
に
と
っ
て
は
、
小
学
校
生
活
を
締
め
く
く
る
総
仕
上
げ
の
三
ヶ
月

間
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
夢
見
ヶ
崎
小
学
校
で
過
ご
す
残
り
の
日
々
を 

 

こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
一
年
生
か
ら
五
年
生
に
と
っ
て
も
、
自
分
自
身
で
こ
の
一
年
の
成

長
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
次
年
度
に
向
け
て
新
た
な
目
標
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
学
校
生
活
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
が
希
望
や
目
標
を
高
く
も
っ
て

新
し
い
年
度
を
む
か
え
ら
れ
る
よ
う
、
残
り
の
期
間
を
し
っ
か
り
と
支

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
、
お
子
さ
ん
の
こ
の
一
年

の
成
長
や
頑
張
り
を
一
緒
に
振
り
返
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
な
ま
と
め
の
三
ヶ
月
に
な
る
よ
う
、
ご
支
援
く
だ
さ
い
。 

昨
年
末
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ご
多
用
の
中
お
答
え
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
意
見
等
は
、
今
後
の
教
育
活
動
に
向
け
、
真
摯
か
つ
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
、
学
校
で
は
、
来
年
度
以
降
の
児
童
数
増
加
に
備
え
て
、
特
別

教
室
（
図
工
室
）
を
普
通
教
室
に
作
り
変
え
る
工
事
に
昨
年
度
末
か
ら

着
工
し
ま
し
た
。
今
年
度
末
に
は
新
し
い
教
室
が
完
成
す
る
予
定
で

す
。
工
事
中
の
騒
音
や
資
材
の
搬
入
等
で
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
安
全
第
一
に
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
学
校
で
は
、
手

洗
い
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
十
分
な
睡
眠
な
ど
、
感
染
予
防
の
指

導
、
支
援
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
の
感
染
防

止
の
取
組
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢見ヶ崎小HPをご活用ください。 

学校だより、学年だよりがスマホ、

タブレットでご覧いただけます。 
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 ２年生が生活科の学習で、学区のまちの様子を継続的に調

べています。年末は学区にある施設として、夢見ヶ崎動物公

園、幸市民館日吉分館、南加瀬こども文化センターを見学し

に行きました。子どもたちは施設の方々の話を聴く活動を通

して、地域で生活したり、働いたりしている人々と自分たち

の生活との関わりを見付けていました。自分たちの生活が多

くの人と関わっていることを理解し、地域の人々が地域に寄

せる思いを受け止めることで、自分たちが住むまちに親しみ、

愛着をもつことができました。ご多用の中、協力してくださ

った、たくさんの地域の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 ４年生が社会科で県内の特色ある地域の様子について学習

しています。その中で「伝統的な技術を生かした地場産業が

盛んな地域」として箱根や小田原に着目し、１２月１７日（火）

に本間寄木美術館に行きました。そこで子どもたちは、寄木

細工の仕組みを教えていただき、コースター作りに挑戦しま

した。寄木細工でオリジナルの作品を完成させる大変さから、

古くから伝わる技術や技法を受け継いでいる方々の凄さを感

じ取っていました。今後も学習を続け、地元の人々の活動や

産業の歴史的背景に着目し、特色あるまちづくりについての

理解を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月１４日（土）、日頃の学習の成果として合唱（斉唱）、

創作劇をドリームステージで発表しました。各学年の子ども

たちは、相手や目的に応じて学習したことをまとめ、分かり

やすく表現することで、既習事項に関しての学びを深めてい

ました。また、友だちと協力して、表現することの楽しさを

味わっている児童も多かったです。たくさんの保護者、地域

の皆様にご参観いただき、子どもたちの大きな励みとなりま

した。 

 今後も子どもたち同士が互いにかかわり合いながら学ぶ機

会を大切にし、豊かな心を育んでいけるようにしてきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月１９日（金）、加瀬山の会の方々をお招きし、５年生

が縄綯い体験をしました。自分たちが育てた夢見米の稲わら

を使っての体験は、喜びもひとしおでした。最初は指先や手

のひらを上手に使うことができず、縄を綯うことに苦戦して

いましたが、加瀬山の会の方々から手ほどきを受けると要領

を得ていきました。中には楽しみながら上達し、職人のよう

な手つきでどんどん縄を綯っていく児童もいました。自分で

綯った短い縄を満足げに持ち帰る子どもたちの姿から、郷土

の方々と関わりながら文化を学ぶことの大切さを再認識しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「開かれた学校づくり」にむけて～ 

～「豊かな心」にむけて～ ～「確かな学び」にむけて～ 

 

 

 

今年度も児童の書き初め作品を校内に掲示いたします。 

新年を迎えるにあたっての子どもたちの抱負や思いを鑑賞 

していただけたら幸いです。ご来校の際は、ＩＤカードと 

上履きをご持参いただき、徒歩でお越しください。 

 【期間】令和７年１月２０日（月）～２４日（金） 

８：３０～１６：４５ 

 【場所】各教室前廊下 


